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みのる【実る】
若 き に 引 き 継 ぐ 、カ ッ コ い い 老 い 方 。

｜基本構想｜
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1 ダースの未来
【み のる】

市民の 5人に 2 人が 65 歳以上。とはいえ、もはや「高齢者」

とは呼ばれていません。浜松の健康寿命は、生活習慣病の予防

や医療の発達により更に向上し、65歳以上の市民が活躍できる

時間は 20 年以上もあります。定年制度を撤廃する企業も増え、

働き続けながら、経済的に自立しています。その中で、若い世代

に学術や技術、社会で生きる術を伝承し、将来を後世に託してい

ます。まちなかに生活に便利な住宅が用意される一方で、住まい

を自然豊かな中山間地域に移し、晴耕雨読の毎日を楽しむ人も

いて、住みたいところで暮らし、健康で自分らしく生きる「カッコ

いい老い方」が一般的です。

人口の約 4 割を占めますから、世の中の中心的存在になってい

ます。買い物や旅行など、消費を活発化させる重要な対象であ

り、企業でも、高齢の世代をターゲットとした商品開発に余念が

ありません。

自分らしく自立したカッコいい老い方
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1 ダースの未来
【み のる】

地域では、予防に重点を置いた生活指導を充実させています。た

とえ病気になったとしても、地域社会に見守られている安心感が

あり、自らの症状を受け入れ、望みを持ちながら生活の質を高め

る努力をしています。また、食材の調達・食事の用意を支援する

仕組みが進化するとともに、歩行や普段の行動を補助する技術

も実用化されており、自分らしい生活を送ることができます。こ

うした技術は、世界中で好評を博し、海外に輸出されています。

ユニバーサルデザインへの理解が増してきました。施設や道路

などの環境整備や生活用品などにユニバーサルデザインが取り

入れられ、生活支援などのサービス情報をワンストップで提供

するコーディネート機関も地域にあり、安心して快適に暮らすこ

とができます。

「心のユニバーサルデザイン」が一人ひとりに浸透し、地域で暮

らすすべての人が、互いの個性や立場を理解し尊重して、助け合

いながら暮らしています。

いつまでも快適で質の高い生活を

43



1 ダースの未来
【み のる】

また、一人暮らし世帯の数は、増加傾向にありますが、家族と近

居したり、知り合いと同居したりする人が増えています。地域コ

ミュニティの場の中で互いに関わりを持ちながら生活している

ため、大規模な災害が起こったとしても、孤立してしまうような

ことはありません。

いくつになっても、ボランティアなどの社会貢献をはじめ、ス

ポーツや絵画、資格の取得などに挑戦し、適度な緊張感を持って

輝き続けています。だれもが好きなことに夢中です。人生の達人

は、企業にも地域にも必要とされ、若い世代に技と知恵を授け

ています。

長寿が喜ばれる世の中へ
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はたらく【働く】
「 や っ て み た い 」 を 自 由 に チ ャ レ ン ジ 。

｜基本構想｜
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1 ダースの未来
【はたらく】

働きたい人が働きたい仕事に自由にチャレンジできる。それは、

国籍、性別、年齢、障害の有無などには関係なく、すべての人に平

等です。

働くことによって、ほとんどの人が生活の糧を得ていますが、た

とえ無償の仕事であったとしても、生きている実感を味わい、社

会の中で自分の居場所を見つけることができた人も少なくあり

ません。また、会社勤めが主流ではなくなり、自らの目標を実現

するため、新たに起業して活躍する人も増えています。

働くことにチャレンジ
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1 ダースの未来
【はたらく】

一方で、企業では、労働者の生活環境やライフスタイルに合わせ

て、仕事量の増減を自由に行うことができます。求職の際は、身

近なところに就業のためのコンシェルジュ的な役割を果たす人

がおり、暮らしに合わせた満足度の高い仕事を供給できるよう

に配慮されています。さらに、そこでは、就業のコーディネートだ

けでなく、様々な事情を抱え、働きたくても働けない人のサポー

トも行っています。また、転職についても、積極的にチャレンジで

きる環境が整備されていて、自分のやりたい仕事や適性にあった

仕事を選択することができます。

働くことをサポート
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1 ダースの未来
【はたらく】

雇用の掘り起こしや働きやすい環境が整備され、高齢世代、女

性、障がいのある人、外国人の働く場が拡大するとともに、定年

の廃止や延長によって人口減少、少子高齢化による労働力不足

の懸念は、解消されています。また、託児施設の充実などにより、

子育て世代が働くことを社会で支えています。企業では、育児

休暇制度を充実させ、休暇後の職場復帰も積極的に推進してお

り、子育てのために仕事を辞める必要はありません。短時間労働

や在宅勤務が可能となり、ワーク・ライフ・バランスの充実が図

られ、子育てや介護、趣味、地域貢献、ボランティア活動などに精

を出す人が増えています。また、NPO 法人などの非営利組織も

魅力ある就労先の1つとなっています。

働きやすい環境を整備
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かえる【変える】
都
ま ち

市 だ っ て 、ス リ ム に な り た い 。

｜基本構想｜
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1 ダースの未来
【 かえる】

浜松では、土地や家屋が一生の財産であるとした考え方が見直

されています。ライフステージに応じて、都市部から中山間地域

まで最適な場所を選択し、生活を楽しんでいます。かつての空き

家が大いに活用され、ユニバーサルデザインや省エネルギーに

配慮した住宅として、リフォームされています。また、子どもの独

立を機に戸建て住宅を売りに出し、コンパクトサイズのマンショ

ンへ転居する世帯も増えています。一方で、子育て世代が、売りに

出された戸建て住宅に移り住むといったサイクルが形成されて

います。これにより、同一世代が一定の地域に集まることが少な

くなり、地域で世代を越えた交流が進んでいます。

住まい方を変える

拡大していた居住地は地域の拠点に集約傾向にあり、人口密度

の高い地域は一層高まり、居住地域と農業や工業を営む生産す

る地域とのメリハリが明確についています。これにより、土地や

家屋の流動化が進み、空き家や空き地は減少し、住宅団地などの

一団の開発はほとんどありません。一方、生産する地域では農地

の集約や企業の集積が進むなど、生産性が高まっています。

居住エリアを変える
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1 ダースの未来
【 かえる】

移動手段は、電車やバスなどに加え、地域や企業などが所有す

る乗り物をシェアし、乗り合いながら利用しているため、渋滞は

緩和されています。個人で自家用車を持ち、運転を楽しむ方もい

ますが、安全性能が高く、環境への負荷が少ない乗り物がほと

んどです。市街地での移動手段は、徒歩を中心としていますが、

エコな1人用の乗り物もあります。道路は、歩道と車道が明確

に区分され、交通事故は減少しています。また、居住地の集約に

よって、不要となった道路は廃止され、他の用途に活用されてい

ます。

乗り方を変える
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1 ダースの未来
【 かえる】

公共施設についても考え方が見直されました。点在していた公共

施設の機能を1つの建物に集約したり、図書館だった施設に民

間事業者が運営する映画館やカフェを併設したり、多様な機能

を併せ持つ施設が整備されています。また、美術館が、休日には

結婚式場、夜にはディナー会場になるなど、様々な用途として柔

軟に活用されています。民間事業者や NPO 法人などが運営母

体となり、使い勝手の良い施設として、質の高いサービスを提供

しています。

公共施設を変える
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むすぶ【結ぶ】
も は や 遠 距 離 は 、妨 げ で は な い 。

｜基本構想｜
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1 ダースの未来
【 む すぶ 】

ICTの向上は目覚しく、私たちの生活の細部に浸透しています。

インターネット端末は、使いやすい機能性を備え、より身近なも

のとなり、だれもが賢く利用しています。

働き方が大きく変わりました。Web 会議などが主流になってお

り、仕事のために移動することは、月に数回程度。それ以外は、ほ

とんど自室で対応しています。また、商店や小さな工場などは、

インターネットを利用して世界を相手にビジネスを広げていま

す。こうした生活は場所を選ばないことから、中山間地域の空き

家をリノベーションしてオフィス兼住宅とするなど、自分の居場

所を選択できるようになっています。勤務時間の概念がなくな

り、自分の時間を活用できています。

働き方にICT
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1 ダースの未来
【 む すぶ 】

児童・生徒はそれぞれインターネット端末を所有しています。電

子黒板の活用により、授業の様子をインターネット端末で復習

することもできます。また、緊急連絡の受信や位置情報の配信に

も利用され、防犯対策も万全です。

ICTの普及とともに、情報倫理の浸透とセキュリティの強化が進

んでいます。学校をはじめ、社会においても、情報を正しく評価・

識別するメディアリテラシーを教えています。また、あふれる情

報を必要な時に正しく使うため、メディアに依存しすぎないアウ

トメディアに対する考え方も身につけるよう指導しています。

学び方にICT
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1 ダースの未来
【 む すぶ 】

浜松が抱える膨大なインフラの維持に関しては、センサーによ

り遠隔管理する技術をいち早く取り入れているほか、市役所で

の手続きも電子化が進み、庁舎まで出向かなくてもインター

ネットでほとんど対応できます。また、医療に関しても、電子カル

テによるデータ管理や遠隔診療、仮想内視鏡などの ICT 技術が

日々向上しており、患者に対する利便性の向上や負担の軽減に

役立っています。

暮らしにICT

観光面では、交流人口を拡大させるため、豊かな自然や貴重な

文化資源などの浜松の魅力を世界に発信しています。また、観光

スポットにも公衆無線 LAN が整備され、インターネット端末を

快適に使うことができます。さらに、仮想現実を活用して、テー

マに応じた観光情報を配信するアプリは無数に普及しており、

海外の観光客にも分かりやすく情報発信しています。

私たちは、情報通信技術を賢く活用し、生活の豊かさにつなげ

ています。

遊びにICT
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